
平成 30年、 青木村殿戸の生家は落雷により焼失しました。

生家は解体されましたが、 そのとき保存された柱や梁で
作成しました。

慶太翁は文化･美術にも傾倒し、 自らも多くの書を残しています。

３種類の直筆の書をレーザー刻印しました。

ことぶき
翁はお祝い事があると、 寿の書を
贈ることがありました。
そのうちの一つを刻印しました。

五島慶太 －青木村出身の「東急」創業者－

キーホルダー ミニ楯＆

そのひとりをつつしむ

他人がいない所でも間違ったことを
しないように、 絶えず自分の言動を
チェックすること

中国古典の言葉です。

生家の材料

直筆の書３種

わをもってとうとしとなす
聖徳太子が制定した十七条憲法の
第一条の言葉です。

仲良く協調することが尊いことである
という意味。


